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J=l J=1 kl (1)
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計算 したところ､結果は図4のようになった｡この図からプラ トー を消えるかどうかは
分からないが､消えるとすればBKT転移となることが期待される｡ここで野村 ･北沢の
twistedboundaryconditionの方法[4,5]を用いるとj竺-6.239でプラ トー ･非プラ トー
転移がおきることが分かった｡
本研究には西森秀稔先生のTITPACKversion2のプログラムと東京大学物性研究所の
FACOMVPP500を使わせていただきました｡また岡本清美先生には有益な議論をして
頂きました｡ここに感謝い たします｡
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